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1 1 月の行事予定 「
栄
冠
は
備
え
の
あ
る
人
に
」

実
り
の
秋
を
迎
え
、
後
期
も
早
一
カ
月
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
三
年
生
は
、
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
の
出
願
を
済
ま
せ
、
セ
ン
タ
ー
試
験

ま
で
九
十
日
、
二
次
試
験
ま
で
百
二
十
日
を
切
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
新
教
育
課
程
が
実
施
さ
れ
て

初
め
て
の
大
学
入
試
で
、
懸
案
の
英
語
の
リ
ス
ニ

ン
グ
テ
ス
ト
も
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
先

輩
達
同
様
、
十
分
な
備
え
を
し
て
自
分
の
目
標
で

あ
る
栄
冠
を
つ
か
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

二
年
生
は
中
堅
の
学
年
と
は
言
え
、
実
質
的
に

は
勉
学
・
部
活
動
を
通
し
て
鶴
丸
の
中
心
的
な
責

任
を
果
た
す
学
年
で
す
。

生
徒
会
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
部
門
で
鶴
丸
の

伝
統
を
受
け
継
い
だ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

一
年
生
は
、
文
理
選
択
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
ど
の
分
野
に
進
む
に
せ
よ
、
十
年
後
、
二
十

年
後
の
自
分
が
ど
う
い
う
職
業
に
就
い
て
、
社
会

に
貢
献
し
た
い
か
、
と
い
う
強
い
憧
れ･
志
を
持

つ
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

島
津
日
新
公
の
「
島
津
い
ろ
は
歌
」
の
中
に
、

『
名
を
今
に
　
の
こ
し
置
け
る
　
人
も
ひ
と
　
こ

こ
ろ
も
心
　
な
に
か
を
と
ら
む
』
（
名
声
を
今
日

に
残
す
よ
う
な
立
派
な
業
績
を
あ
げ
た
人
も
同
じ

人
間
、
こ
こ
ろ
も
同
じ
心
で
あ
る
、
ど
こ
に
劣
る

こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
）
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
京
セ
ラ
の
稲
盛
会
長
も
成
功
の
方
程
式

は
「
仕
事
の
結
果
＝
考
え
方
×
能
力
×
熱
意
」
で

表
さ
れ
る
と
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
「
考
え

方
」
が
日
新
公
の
説
く
「
こ
こ
ろ
」
で
あ
り
ま
す
。

何
百
年
も
前
に
人
材
を
育
て
る
素
地
の
あ
っ
た
郷

土
鹿
児
島
。
生
徒
諸
君
が
、
「
あ
の
人
に
出
来
た

の
に
自
分
に
出
来
な
い
は
ず
は
な
い
」
と
い
う
強

い
プ
ラ
ス
思
考
で
難
題
に
挑
戦
し
、
「
鶴
丸
は
勉

強
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
伝
統
を
実
践
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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明
確
な
職
業
意
識
・
進
路
目
標
を
！
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あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

来
賓
、
保
護
者
、
一
般
の
来
場
者
を
多
数
お

迎
え
し
て
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
が
高
ら
か
に
響
き
わ
た
り
、
第
五
十
七
回

文
化
祭
は
華
や
か
に
幕
を
開
け
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
ト
ッ
プ
は
ダ
ン
ス
部
、

会
場
全
体
は
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
続
い

て
音
楽
部
は
、
繊
細
で
変
化
に
富
む
歌
声
で

聴
衆
を
魅
了
し
、
書
道
部
は
舞
台
上
の
看
板

に
文
化
祭
テ
ー
マ
を
見
事
に
揮
毫
し
た
。
放

送
部
は
全
国
レ
ベ
ル
の
実
力
を
大
い
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
職
員
合
唱
で
は
コ
ン
ト
が
会
場
を

大
い
に
沸
か
せ
、
「
し
あ
わ
せ
に
な
ろ
う
よ
」

の
合
唱
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
前
半
を
さ
わ
や

か
に
締
め
く
く
っ
た
。

　
一
・
二
年
生
の
教
室
に
は
、
各
ク
ラ
ス
の

　
一
学
年
で
は
、
「
総
合
的
な
学
習
」
の
一
環
と

し
て
、
「
先
輩
に
学
ぶ
進
路
学
習
」
（
Ｇ
Ｏ
鶴
セ

ミ
ナ
ー
）
を
実
施
し
て
い
る
。
県
内
（
主
に
市
内
）

で
活
躍
し
て
い
る
本
校
の
先
輩
の
職
場
を
訪
問
し
、

社
会
に
対
す
る
視
野
を
広
め
、
職
業
を
通
し
て
自

分
の
将
来
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
進
路
決
定

の
一
助
に
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
ま
た
、

経
験
豊
か
な
先
輩
の
話
を
通
し
て
、
自
ら
の
在
り

方
、
生
き
方
を
模
索
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確

立
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
も
あ

 

県
教
育
委
員
会
は
、
十
一
月
一
日
〜
七
日
を
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
一
層
の
連
携
を
目
指
し
、
教

育
の
充
実
・
発
展
を
図
る
た
め
に
、
「
地
域
が
育

む
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」
と
し
て
設

定
し
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
、
こ
の
期
間
中
に
文

化
講
演
会･

公
開
授
業
や
一
中･

一
高
女･

鶴
丸
高
校

の
資
料
館･

悠
久
館
の
公
開
を
実
施
致
し
ま
す
。

○
文
化
講
演
会 

十
一
月
二
日(

水)

十
三
時
四
十
分
〜
十
五
時
三
十
分

○
公
開
授
業
　 

十
一
月
一
日
〜
七
日
　
　

○
悠
久
館
公
開 

十
一
月
一
日
〜
七
日

○
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
吹
奏
楽
・
音
楽
部
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
一
日
〜
七
日 

昼
休
み
時
間

　
既
に
、
生
徒
便
に
て
案
内
い
た
し
ま
し
た
が
、

右
の
よ
う
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
新
た
に
計
画
し

て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
是
非
学
校
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
生
徒
達
の
学
習
活
動
や
学
校
生
活

の
様
子
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

個
性
的
な
取
組
が

展
示
・
発
表
さ
れ
、

参
観
者
の
興
味
を

引
い
て
い
た
。
写

真
部
、
化
学
部
、

映
画
部
、
書
道
部
、

美
術
部
、
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研

究
部
、
百
人
一
首

部
、
囲
碁
部
、
歴

史
同
好
会
、
生
徒

保
健
委
員
会
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
時
間
を

か
け
て
制
作
に
取
り
組
ん
で
き
た
力
作
を
展

示
・
発
表
し
た
り
、
実
験
や
実
演
等
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
た
り
し
た
。
書
道
部
は
、

合
唱
、
吹
奏
楽
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
生
演
奏
に

の
せ
た
揮
毫
を
中
庭
で
披
露
し
、
好
評
を
博

し
た
。

　
草
寿
庵
で
は
、
恒
例
の
お
茶
会
「
秋
鶴
苑
」

が
催
さ
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
お
茶

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
後
半
は
、
特
別
参
加
の
五
団
体

と
演
劇
部
の
熱
い
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

最
後
に
は
、
吹
奏
楽
部
が
歌
あ
り
踊
り
あ
り
の
多

彩
な
演
出
と
磨
き
あ
げ
た
つ
る
す
い
サ
ウ
ン
ド
で
、

「
鶴
華
絢
爛
」
と
銘
打
っ
た
今
年
の
文
化
祭
を
華

や
か
に
締
め
く
く
っ
た
。

　
「
全
体
的
に
と
て
も
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、

生
徒
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
た
の

が
、
印
象
的
で
し
た
。
」
御
来
場
い
た
だ
い
た
一

般
の
方
の
感
想
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
文
化
祭
の
企
画
・
運
営
に
当
た
り
、

文
化
祭
を
陰
で
支
え
て
く
れ
た
生
徒
会
、
文
化
祭

実
行
委
員
の
誠
心
誠
意
の
取
り
組
み
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

る
。
　
　
　

　
今
年
度
は
四
十
七
の
職
場
の
協
力
が
得
ら
れ
、

一
班
六
〜
八
名
が
八
月
十
七
日
〜
八
月
二
十
五
日

の
間
に
訪
問
し
た
。
生
徒
達
は
、
「
今
の
職
業
を

選
択
し
た
き
っ
か
け
」
、
「
高
校
・
大
学
時
代
の

学
問
や
経
験
が
ど
う
活
か
さ
れ
て
い
る
か
」
、
「
社

会
人
・
職
業
人
と
し
て
の
厳
し
さ
や
や
り
が
い
」

な
ど
、
い
ろ
ん
な
話
を
伺
い
、
感
激
し
て
帰
っ
て

き
た
。
そ
の
後
、
今
回
の
訪
問
か
ら
得
た
も
の
を
、

学
級
や
学
年
で
共
有
す
べ
く
「
先
輩
に
学
ぶ
進
路

学
習
の
発
表
会
」
を
実
施
し
た
。
九
月
十
四
日
に

学
級
発
表
を
行
い
、
ク
ラ
ス
代
表
の
そ
れ
ぞ
れ
八

班
が
、
九
月
二
十
六
日
に
学
年
発
表
会
を
実
施
し

た
。
生
徒
達
は
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
見
事
な
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
初
期
の
目
的
を
十

分
に
達
成
し
た
よ
う
に
思
う
。

　
ま
た
九
月
十
七
日
に
は
、
鹿
児
島
西
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ
る
、
「
第
十
五
回
職
業
選
択

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
本
校
文
化
館
で
実
施
さ
れ
た
。

本
校
一
学
年
及
び
鹿
児
島
高
校
生
が
参
加
し
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

一
名
、
パ
ネ
ラ
ー
五
名
）
形
式
で
行
わ
れ
た
。
パ

ネ
ラ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
に
「
人
生
が
動
い
た
」
と
感

じ
る
そ
の
時
を
見
逃
さ
ず
確
実
に
掴
む
に
は
、
「
そ

の
時
々
を
真
摯
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
い

う
話
や
、
「
夢
は
と
に
か
く
大
き
く
、
は
っ
き
り

と
分
か
る
も
の
を
、
目
標
は
近
く
、
頑
張
れ
ば
届

く
も
の
を
‥
‥
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
頂
き
、

生
徒
達
は
真
剣
な
面
持
ち
で
パ
ネ
ラ
ー
の
話
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

の
お
知
ら
せ

を
楽
し
む
参
観
者
の
姿
が

見
ら
れ
た
。
三
年
生
か
ら

提
供
さ
れ
た
学
習
用
品
や

日
用
品
を
販
売
し
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、
食
物
バ

ザ
ー
、
ユ
ニ
セ
フ
カ
ー
ド

販
売
も
大
好
評
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
収
益
金
は
、
ユ

ニ
セ
フ
募
金
に
寄
付
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　
鶴
丸
は
文
化
の
花
盛
り

　
・　
・　
・　
・

県
民
週
間

1 火 ロードレース大会前　健康診断15:30～

2 水 教

3 木 育

4 金 週

5 土 間

6 日 進研記述（2年)進研マーク(3年)

7 月 全校朝会

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月 教

15 火 育

16 水 相

17 木 談

18 金 週

19 土 駿台東大,京大実戦県民大学 間

20 日 （
21 月 45

分

22 火 ）

23 水

24 木 卒業考査　　時間割発表

25 金

26 土

27 日

28 月 全校朝会

29 火

30 水

中間考査
　　時間割発表

学年朝会

駿台東大,京大実戦他

文化講演会
(1,2,7限ｶｯﾄ)
３年実力時間割発表

土曜悠学講座(1～2年)
河合東大ｵｰﾌ ﾝ゚(3年)

進研記述（1.2年)
進研マーク(3年)
県民大学

文化の日
河合大学別模試(3年)

代ゼミ東大プレ(3年)

代ゼミ東大プレ(3年)

(7限ｶｯﾄ)

集団読書（１・２年）

河合東大ｵｰﾌ ﾝ゚他(3年)
第2回英検二次試験

３年実力考査（2日目）
中掃除

学校安全の日

ロードレース大会
３年実力考査（1日目）

勤労感謝の日
代ゼミ九大プレ他(3年)

○


